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下層
か そ う

　品軒
しなのき

屋根の最上部に品軒を取り付

けました。

縁廻
えんまわ

り

上層の縁廻りでは、高欄
こうらん

が取り

付き、建具
た て ぐ

も入り組立が完了し

ました。

建具
た て ぐ

上層の建具は内側にこのように

桔
は

ね上げて開閉します。

　蔀
しどみ

戸
と

形式の連子窓
れ ん じ ま ど

です。

(公募写真)

ここの部分です
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八双
はっそう

・六葉
ろくよう

既存に倣い、八双と六葉を取り
付けました。

　

鬼
おに

　銅板
どうばん

包
つつ

み

中央には、固定用のボルト穴を
塞ぐ蓋を取り付けています。

鬼　銅板包み

銅板を伝ってきた水が内部に
入らないように、水返折をして
いますが、銅板では円形にする
ことで、切り込みを入れずに折
ることができます。

ここの部分です

(公募写真)

ここの部分です

(公募写真)

ボルト穴

蓋

ボルト穴
水返折
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下層　鬼板
おにいた

木下地の形状に銅板を打ち出
しています。

神
しん

紋
もん

古い漆箔を落とし、在来の仕様
通り新たに金漆箔押しを行いま
した。

加工場状況

引き続き、鬼、箕甲などの部材
を加工しています。

上層柱

神紋

鬼板
おにいた
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